
（別紙４）

～ ７年　３月　１４日

（対象者数） ７名 （回答者数） ４名

～ ７年　３月　１４日

（対象者数） ３名 （回答者数） ３名

～ ７年　３月　１４日

（対象数） ６施設 （回答数） ４施設

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先施設と訪問支援の内容について話し合い行っておりま

すので、その点、保護者と共有ができるようにします。

2

訪問が求められても要望に十分こたえることができていな

かった。事前に要望を把握し、継続的に訪問ができるような

体制を充実させていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問先施設と訪問支援の内容について話し合い行っておりま

すので、その点、保護者と共有ができるようにします。

2

3

○事業所名 こどもみらい光

○保護者評価実施期間 ７年　３月　３日

○保護者評価有効回答数

７年　３月　３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ７年　３月　１８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 ７年　３月　３日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

「保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の

内容について話し合いが行われていると思いますか」といった

点について、わからないという回答があった。

保育所等訪問において、子どもの様子や学校の実態は保護者に

伝えていたものの、そこでの話し合いがどのようになされてい

たのか、といった点を保護者にお伝えできていないところが

あった。

保護者と訪問内容・回数等の事前相談ができ、かつ、訪問後の

フィードバックができている。

保護者とのコミュニケーションは密に行っている。

園と保護者をつなぐ関わりができている。 訪問者の専門的見地から、適切に観察を行い、実際的な支援に

つなげていけるようなアドバイスを行うよう心掛けている。

事業所における自己評価総括表公表


